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最近匠 おける 晨業の地城分化

大 貫 俊

゜ことでは、およ-t1955年以降（疋＾なける日本蔑業の地岐分化！てついて若干の考察を ここるみる

こととするc

われわれは直観的匠作目 （作物 ．家畜 ）の種類の地城的な差異をとりあげ、農業の地域分化を問

蹂死する堤合が多いが、農業の地域分化をみるの夜作目 だけが咋6ーの指椋というわけではない。 世

界(1.J農業地域区分として知られるい くつかの業績谷みても、 ドミ ナント な作目の種類だけをとりあ

げて区分したのは、とかく 気侯区との伎l述を聟視するというよう ；2..経済的な性格よりもむしろ生

態学的な関心が主花なっている （例えばエ ンゲルプレヒト 19 3 0年 ）。とれに対 してホ イット J!.I

セーはより複雑な五つの指栢をとりあげて世界の、製裳地域を区分している (l't3 6).,彼の場合

は、自給的か挽金的か、粗放的か築約的公 芦命燦近偲tくかとい・斎階’的・経済的な考忍が加わっている

ものの、依然と して作物 と家畜の組合せが指標の一つにとり入れており生産関係の差異妬ついて

は必ずしも十分な配慮はみられな匹ここでは、世界では充 く、 日本という一国内の、てして地域

区分というよりはむしろ劫態的な地域分化を問題にし ようというのであぶから｀これ以上世界の楼

業地域区分そのもの代ついて立入ることはさけるが、河が主要な作目であるかということはたとえ

妊済的視点から地城を頌別する場合匠土、いても、一つの基本的指棟となりうる とい う点を指摘して

お・（ tてととめよう。要する匠農業地域としての特性を表・わす場合（’こ、何を指標にとるぺきかは、対

地域 (- 国内か、 体制のちがいを含めた困際的な拡がりか ）、 目的 （ 地坂 5類別する •こと自体が

最終的な目的となるか否かは問題意識と関連する ）によって一痘匠きめられないのである。

② 

つき・1/Cわが国のいわゆる経担の高度坂長の期t邸vc澁采の比出が低下しつつある実速を統計の 上か

ら確認し、てれが涵起している問越(/_)保さを考えよう。

第 2次大戦の前までは、大体わが国の戯業就采人口は 1.4 0 0万人の線を維持 し、 戦時中の一峙

的絨少、戦後の一時的増大を除いては大さな変化はみられなか った。ところが、 T 9 6 6年には、

1. 0 6 5万人 まで減少 し、総就業人口｛て対する比率も 21. 9伶、翌 67年には 20劣をわるに至っ
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てし，，，み。国ぞ屯起軍対すみ，悲業純生蛮は 77笏をで低下したといわれ 和炭業の国民経祈陀対す

ろ｝日対的．t汎もの低下は 1「年たらずで半涼したわけである。 もっとも突酋的iを生産碩が汚少したの'

で1寸な 、9 >麟翌 年 5.?年、）ヽら66年の間C2 3. 8斧．ヒ昇しているの.(＿さあるから．年涵応 して2.

~ 5烙かぶ加代つ令；ている。 皮2次、内： 5次腟底忍つ伸びがあ :りVi...も大さ＇^ ため｛ては対的な比喧

が低下したりでお、：、）、農業〇比箪が低下寸．ること自体は．．．それ、セ行エ契化が追み、濯民の栢裟玉舌

をジ株化するて＾．とを意味-i-名ならば沃 し-(．ーをげ<tて：当らたい。だが．氾 し て—t” う 7：もるぅヵ。股文'」:.

産の．近 ・］ たる芦び紅刈 し、一r..蛤入設度物が年字 i5 I\ といり hi 〈ぺこ 訊＇， ド '： .,.： : i}-'f l し ‘〔い、て•J -•砂迂 が ！）

-;1.：ビ）．旦は見過ごすわけ，てはいかなハ。一次所品の記入がふえてもご・一；這ぷ冦）臼出が1手びてい くから

迅ずるrーとば ないとい 9稔見：があ応しかしてのような豹呼が誰・の立塩から出されているかもえ

• こ・み、そ： 必汝 がちら

ここで公｀遥自も合の虚j をみてみよう c 森祖自袷• →1： というと 、 釣匹示・：｝翌令と 7J 口）ーで示す袴

含ぷあるか、打吝9‘ーは 55年の90岱から 56年の 80ぅィヘ、0玲？rは同じ (7／希から 65年（う

7 0 %へという低下が示されてI^る、 このような該近の食符苔i給率の信．．下碩i-;i!vc対 して、登済2)炉

1妥阪長のも とで1因民の生活水準が向 上し、食生店のパターンが洋底化した。..,(（.つf唸梵碍念の変化江

凶：芍の翌＇菜生産＇が：らいつかなくなった船民でちると い う泌り］が一，没代 1..~, .t, ；•：ている ⇒ しかし昭和 ．．； 3 

年rg叉巧そ済白密花おいてさえ ．こうし た唸入企芯iの埒六窟砂、｝；、今しをとも枯・応 し．目下のピころけ；芍

入給砂紅占める呑冷 ，：からいっても、フ ラン・ス-イ ・クリヤ炉みで、国！茶収支を王迫・1も志で（ては至っ

てザないが、将来粽問冦（てたクうる可危性のあることを吃 竹沿摘していろ。 ぶ託認：；以来政府も迪寮

的沈大を翌励 したし，農民．も商品生陸の一房(,.')．-rl担度の過程で，9.-国 （O災．：i;-）)が行：をってき ている。しか

しつい 2号りまでは主食濫たる米の自、各合も迅成していなかっ、こ(l_)で、政ifけ米作品護の．g息政を全 く

転換する ことは なかっ た，，食窓制度：を進持 し、 米呟を年々 多少 と も廿 i .b•屯認を‘ i尋•ない低政のもとで 、

いわゆる成長部門といわれる苔痣園芸は米に比べてどれ程の保芸が加えられ1．．きた7あろ うか。 阻令

入訊料紀たよる苔産は、乳芙涵本匠 よる孔価の抑さえつけ、また郷各の同期的昇陀を記究せず匠生

産者品民をたえず不安応ら・ぴやかす！、家肉、訂靡など．生此の増大が，d足民陀の分許を（足がす詰果 とな

ふてして一方では消此者価格のつり上げを凸じて．加工t]太と流逍部門の和it．し｝碗保を耽反したrc

すぎなかった。野菜果実とて今日永統的な発筏を期待ーでさる主産地がはたしてどの程ぽ存在 してい

みである うか。さひ しい産地閤涙争囮）｀配 ぺく、あらゅ紐JJを注いでも，結島は過芽輯鎚妬よ

る岨下りの打球を党悟しなければた らない。そして成長部門こて妓も 1図i9栽争力が弱いという 矛盾

をかかえて、迫りくる貿易の自由化（英＇目的 iI[はす可疋ての影藩を受けつつある ）紀対してど（もよ

うな成葬があるというのであろうか。低只金のための食涅価格抑制は資本のための改策であり 、労

農の提携を促がすー契啜である妬もかかわらず、マスコミ はあげて消費者対生産者の利害対立を宣
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伝し、そ(i_)芯花笑 うも（もの正体をかくしつづけアい 7,̂

g¥ 
ー`ノ’

~ビl 上のよう匠今日の日本，裳哭ILヽ がか、定 Cいる 加J競 ’7ン保哀りさ '--i'. 苔え、ス と． ＇ク［以域分化という 抑向も、

平（（C&森物の村点の父化という・低i岳のどなとら、：こて唸・ゲろわけ代はいかぐ：いc

高度成長の地域的投影である）

i在すり連［要柔もふ くめたうんで

ゎ少ん，；：s:、；屯，：；竺寮；どとの父迅ぶこ吟I,‘ヽ て、以奢ミ王茸夜影滋を及

らら少み栓＇し 9をr水＾て分化む真，tI訪咽｀よ して},:::-;ればならない。

もつとも指諏t領期涵匠存在プ・るもの叫i.,.、。し 、い 、．‘ぷぷなし，r均訪iiしても iヽ 亡じ之らなふ，限りを投

坦 し．また系統的匠磁びiこすた］シt:J‘｀もらかじ叫砂・芍分化．0：声咀，．ìとらえる巧点を明確：・(：しなけ

ればならない。印刷（D都合 上この誼文では巧‘・：i（当 6(4 3. 1'.. S 0.；皆さん！てお目 (fこかけた也図類

幻麟を一切省略すみこととしたため、'-一ijー孜・勾勾地1込1,J:）砂的虞；かえて、

から、前記の 「祝点」（rc哨当する部分を紐分してむ くこ

A

B

C

D

 

ここでは 1,2の文献資料

一つは股林省統計詭汗羞ゆ「：也城遇染の令析」紀示された 「均域別器染動；句総合把澤」(l.):：もの

基本的祝点である。それは以下の！問つからなる。

農家樗成の変化 （漫児！汀婦に進行および自立災家形戎 ）

農兌労幼力の勁向 （労働力の品外流出に［半ぅ摂点が名力の記£的変化 ）

恥菜生産の動向 （応迄生産の部門別；；；fi成C文化沿 よびを虞'f:t生の勁向 ）

疫家径済と生酒の動向 （農家罷浴と生活の＇変化：ふよぴ i請睾幼労者世悟との問差の劫向

もう一つは雑誌 「呉楽と経沿 (34脊 1_0号一 45年 10月 ）」 に掲載された設林省総合ぷぶ淀研

究呪渡辺兵力氏の 「農業の地域的分化と）＇；蹂犯利用 」のなかの「地域農業構造の近代的変化の捻理」

の要約である。

り）

／⑰） 

要する I[こ、地域戯英哨造四＇；り成要因 （殷家、作目、生産三要索 ）の数豫的変勁が認め られれ

ば、Jcれをもって設業揺造の変化を認；；認でさる。

ての原則の しつは 、土地，労力，行本と呼ばれる生産三娑素・ぶ燥業部門か ら非哀染部門へ流

出 ，転用される過程の進行っすなわち、一没侭都市化、エ菜化の進展に よる堤業生産要因の

恙品化， 流い）)化現象の進股である。

③商品生産駿業の毎装と殷：足肛［部門の再編成あるいは地攻fli乱謡成の西．；釦

④ ①と②の過程を辿じて、装民lli'.ifrnの近代1],Jヵ滸 と姪盈'/iifEil(7.)両極分化の延投o

⑤ 

区） ⑤と①との変化過程の進行のなかで、殷家の弁没家化という現象か進む。

Rの過程は底地所有の秒島］を伴う。

以 上の②～⑥までのプロセスがいろいろな 組合わせと進行速度とをもって移り 9かわる現攻を地域殷

西構造の変化現文と理解する。
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＇ 

ー

両者はそれぞれこ となった目的のも と匠日本袋喪の地波的分化の勁泊Jをとらえようとナる祝点な

い しは変化の原則を整理 した ものであるが、表現上若干のちがいはある Vて亡よ、 甚本的夜は大を：2．

差其はない。第者も以前図東地方の辿菜屯域区分をあつかった捺｛て、 「商品生産の発胆とい 5関直．

段兒腔の分辟という 側面」 の二つを基本的視点と した（「経硲成長vci`化 ぅ：必菜良染の辻只笠3と地

叩 ij比較」底技研祈親A1 4号ppl23~ i59 1967年 5ii }。こ心地図化作染：iての没

今日交で継慨してーなり 、全国を 15 2の単位地域紀わけた 「保内正菜地、：文」月1?.)分布図守 ；7・(]、7タ

程作成した。具沐的な指境は裟林省の統計・谷（Iてよ/,_，ためiIfi約はあみが,.峠ぷ的な点と してはざさ花

あげ七二者の塩合とあまりちがわない。たゞ一つことな る点は、，紹介した二者の嘉令とも、ぷ宜屁

檻家 （段民 ）の勁向を問迅匹 し、セれが日本経祈のうえで 占める比虞の変化に注で及んでいないの

.,,葎者の場合にはとりあげている点である。

迫E]盈明 した十政枚の地図を大別すればつ ぎの四つw．たる。 1．応菜の占め、る比尉．． 2．兼裟化．

5三大部門栢成 （エネルギー1這 、畜産園芸、その他の三つ） 、 4生立性（土地生産且労鍋生

苫性の水準 とさ功向 ）

ご く仰·切こ特激的な点を要約すれば 、 1 に閃 して は 、 太平洋ベルト地帯が当然比磁が低いが、 •C

な子かりiit日本と 1吋笥F1本といった蒋展段階の差が．、50, 6 0, 6 5年を通じて指摘される" 2 

陀ついても同様てあるが、兼業の内容か複碓であるから、いわゆる安定的なやとわれ兼業 （定啜兼

梁 ）屹堺ii合を とりだすと｀太平洋ベル＇卜地帯が浮かびあがって くる。 3VCついては、全国的tLエネ

}!Jヤー朽・'揺i!P](7.)，｛罰成比が低 下して行 くが、誕東北から北陸尻かけでエネルギー食粒の比索がかな

り高い反汚iべ｝ン ト氾喘では畜i心園芸の比率の高いと ころが一1箇明らかVこなる= 4（て渕 しては、土地

生産i[L(1北地 1o--:・.当り農業生産所得額の対全国指数 ）では、 べJ'レト地帯；が高く、 僻速地域が低い。

労泣生産i．生 （疫業尊従者一人 当り、！嬰英生産所術部の対全国指数 ）では、む しろ東、西日本の対照性

が目．吃つ。 （この点四・ついては、法政大学文学部紀妥第 14号（てゃ ＼詳しく唸 じてある一目下印届II

中 ）

ここで都迫府県を単位地城とせず、 虹内農業地城を採用 したのはコ単位地域が細かい程地桟の特

社が判然 とすると 考えたわ：すである が、 もともと店［内農業地域が、 都市近郊、• 平地は＇と村 ・ 設山村、．

山村 と＇ハ う点林省のいう怪函地帯 （異貝・・な地城 ）からなる 「地万経済屈」的な性格をもっため、部

市化・エ染化の咋森のちがいが平均化され玉うすめられて、マク ロな地域迄 しか把振できないとと

を注認 してぷ イ必妥がある．，反面if:］記の「1叫如造業の分折」でとりあっかっ てい るよ う代、福府県

の経済地帯別侭瓦とめて、平均してしえうと ．経柄地帯が地捜類型とーして油 ・化され、東北、，北陸．9

閑英衷山というよ うなプロックの特性 （これが東西口本の対照を表わす ）が打消されて しま応

（なお、 これら統計の地肉と説明匠関 しては、近ーく発刊さ れる経済地理生年報VOL,IS,N01陀
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褐載予定の明大石井素介教授の栓文で詳紐妃玲 じられている点をつけ加えーてふべ っ

① 

日本資本主投経浜¢ン内邑する諸矛酒を意蔽したが恥袋業地奴の碍造応文化を見るためirc、以上

紀介 した よ うな琉計 h勺 マ クロ分ぷを進もる一•力で-. 現ぷいかより忍訂：こ実陸を 「現他研充」 などの

沢会を とらえで可・it していふっ •これは．

＼^ るかを知るため”7:．、各矛， ’‘

上述わ変化に対；ノて巽民各！＃嘴］がと（［）よ うな対応を示して

こ こ では翠｝翡•，-下0 -.::.三の樹倒侭ついて i門料な紹介なこ こ ろみることとする c

(1) 北安翌団泊．じ討寸 ー百・ー快：，；）全氏指'/~r．設近こべいJ→f:「局辺介除 く、 1 3必tヽ品が合^ ，咋平して大北i:'と

虻と衣つf互 こ叫：t弘姪宣：・ドの記1を：三・つの地閉:i,こ区分 している。如業地術 ，戻表□謳障，山
j J 坦菊． 、 白席 1寸は 2 苫 LiC’ ぶ訊••]が隅嘩；て、隣．｝｀•る ， 民 ＇阿究祥0 ．地といわれぢ；芯朽＇！落！t このi •「 c2 「;:.

丸西祖！l 、 ピ：！烏 q•• 山＇ぶifC.シ如哀阿は，この小・忍'1,()定村の 7；かでも水：！予：の生直刀ヵ隠： ＼ ` 柑の雰阻・:

K＇ふ、：：詔部落の万が闘氏 用打林をかかえてめぐ羽 ！`してい・，'こ。とこる；9：ゞ八万尾根をはじめ叙々の

キー・・［月か虚翌さ汎、.:.,：て及ん で叫如ふ一変 した。 :;,'・じ 一・S 夏．Lぷ山の観光客、学生の夏季令符、ここ来

吋する人口は年迄•ふえ．． 民窃プ ムが炉こったが．．これが必ふむ；切頌釘の部器：、こ烈中していみから

だ）勿沿糸罰 i.：fは •その中でも 一iえと発 ・渡して ． ri 7 ;• 5 の「ら笈足¢—'ダ臼I'-' ど z’ヽ：民；？号 （ ・｛芥せ3i矢；；行ず、'(D言'F可．．をこ

L‘ i、ない しは正式C.)灰嘩；・、を区んでい ・）9, 他祈から人 ・ごて ．gた非I一厨認・IJUえみ と？u o t辻芯をこ

ぇ．今では這菜投疼どいう．t;,旅熔•9月の伯・iPt．翠 していろ c ワラふ• ・さ盈浪の他家 (/3- ；：l壻改染から•.

近代的な旅舘に違巳し在したとこるも七ぃ， i澁、l;,;ret．．ご心貸金を悶記 しているし．≫蝕＇乍のひ注；を とさ

死各が くるから 、7:、k[lCを菩放すてとも：を く絣作をつぺけている。 l]，対茉業陀は ちがいでい が、家で

（＼れ，’り米を客i'C.出すから '̀{’’g.9てふ竺翌＇と俎； iji系な自＇ふ＇菜ではない c 現在村全休で民宿炭鋲が '1.0 0戸

屯‘るといぶぅれるか，、民面をやらない，裳系ら広い怒：床での鯰光f舶i辿但業に従祟 していろから、村全体

と しては鯰允収入が品ぎ嗽入を 卜 •さわっ て '¢ふ もし;;.＜キ.-ー島 としての条件がわ．．、う ＜、 茉急資本i,

受入れなかったと：したら、討滋'{の公山村のどこで叱みら虹：：ような出稼 eぎ舵茉；］芯認灼祁手を含さえ

，っ唯一••O 手段とえ： っていたであろう。 しかし控光！＇、こ刀を入れ訟望いれZ.;•程 、 煤•民茂の分紅は進み．

印勺都蕗閻の洛差も判いて行 く 。屁光甘浅定vc ：むける大•i•本と Li'：元小紐泣＇と の共存もいつ-支で読 く か、

←ての保託ぱ：ゑ＇^ ゜ （詳幻は !: 3 年度広大大学院茫士5i，的文 「臼焉凸．i ：~5;J.) ;；、臼染」 平的判佐子 ）

、）＂ム
，

(‘ 南佐久邸哨牧村 ．この村の南端 、 八 グ伍辿ふ嵐麓の認卦面 J•; ｛・乙延山開拓虚協組合員，‘氾白戸 の

松心が散居伽i(J.) 梨浴 を つ く つ てい る e 近 く の；•;「；存危答如行の i:．迄匠比叙する とこれがJ.挺家か と 思 ぅ

よりなデラックスな新染家陸、平均 8hd(T）点用地を経認 して軍平均良菜祖収益 50 0万円以 上と

い う
ヽ
高原野菜の主庄諏を形成 している。どこでも蕊鯰者不足を訴える岱村で、 ここばかりtl二三

拐まで汲業をやり たがって囚るという話がでる位、今では魅力ら．る殷業地帯花なっている。朝日祈

-2 0 -



開社の投業裳を受賀した、全国的にも珍ら しい開拓成功の ．：例である。且廷噴後この不毛の地｛て：

l 2 0 G l年を認こる復長，引楊，咆妙災者が入槌した。てれから 2 G余年の乱勾：：：酎えて今E如成功
るから とるまでの、人問の苦liりはなみなみな らぬものが9らった。 （地迂学［起点の文、宝犬も色々あるがっ

こC.でtま栴咬滋担刊行の 「野辺山開治二十年史」 I 9 6'3年8月をあげてぷく ）。主臼地形成0淫

因と して 目然条件匠め ぐまれていることをあげる人があるが、 この歴史を読．もば、まさに自然条件

；よ 入；渭tてよってつ くられ、ヒとさえ母われて くる。 婆延該ぷは野奨 （キ ャベソ，白製 ，：／タスと 1ハつ

た菜采頌 ）と洛晶の組合せ。すぐれた完：、尋者（つも とtて、絶対ると花はひけないf桑一員の罪拓者の団

結c こうした主・沐的条件を評価せずに今日の逗山の成功は誇明しされない。しかし涵品生［炉の発箋

は必然向，侭1年国 の分1,t；牙促がす。勿誨該協と してはサ預戸少ない裟家の登営的、技術的指滸を行な

ってはいるが、一万で祖収益 1千万をこえる誤家の出現と、第2梗茉英i'L脱落 した少数の凪家があ

知野菜の全面的な共同出荷によって・.、今日までのと こる芯突に収益を！申ば しているが、組合長は

将呆呈I;}しよりも幽釦疋謳点なお く経宮に切り：かえざるを得；をい峙期の・くることを予想 している。 し

かしてのと忌延山の戯家は今 日以上の高祈渇を期待できるであろうか。主産地とは長期佗わたる生

産の安定を保証ざれず、たえず劫揺をつづけ；い宿命紅あるのであろうか。

(3) J::水内郡鬼熊里村 キナサと翌む謡かしい地名のこの村は戸噂、近降の沌南匹 とり残された山

河でメ；る。人工絨造が出がっろまでは 、夏侭大麻をつ く 、冬笛の中侭閉ぢとめられアこがら、 冷水

に さら して仕糸匠加工する のが紋•大の収入源で あった。 戸足の生饂薔益も水田の少ないこの村の

経面を支えていた。 しかし高度戚長の波はこの山村妃も押しよせた。今や村中央から衷、すなわち

長的疇り の諸部落は通勤E嘩兼業 {9て大きく依存してい る。三らゃん疫業の時代はすぎた。 一家の

王女．． i)が長野市の士建会社のマイ クロバスirc送迎されて一日 12時間以上も 家を留守応すろ。主人は

単屯を空って出かけるからそれ以上匠家た止さる時閥が少ない。老人と子供の村ヤある。これ｛て対

し村の洒半分は、墨野市への過勁も困姪で、や ＼規疾の大さな水缶とクパ コ、且鉗ふ秀蚕を組合わ

せ ．ともかく も盛菜主体である。

ここ(/3森林組合はかっ て談林大臣宜を受けた程、柑遥的な活勁を行なって必り 、直営製材工拐は

プ'J-(f.)フローリングが主体である。 妓近は林染構造改菩平染で特殊林産物の刀 ソ詰工場もつ くって

いる。村役名は村民の3fii尋向上をめざ して、色々対袋を苓えているが、若年府は打を去り 、総人口

の総少を食いとめる名呉はない。削奴の不足を揺うため、村有林店・パルプ鉗本陀売却し、プナの累

材も先細 りである。，Fiの 1/4は国有林である が、天然のプナ林は手がつけられていない。国有林

の払 下げが村民の必死の要望となっているが、営林忍の壁は序い。 殻近氏突揺造改善弔業を実施し

ているが、はたして染民,reどれだけのプラスをもたらすか疑閑と される。 人里はなれた山腹陀地江

りの危険匠さらされたがら急傾斜畑 を耕す屈足と焚落の点在する景観を眺望する とき、過疎対策と
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してしば しばいわれる山村集落の再編成はいうぺくして実行困難な気がする。さきの大北複協の調

；露 よれば生産力の高い「装業地帯」ではより 高い所得を望んでいるのに、 「山村地帯」陀 とり 残

さ• I，た老人たちは低い所得の現状維持を望んでいるとい う。要する1,r.浜村内部の地域格差は開 くば

か りで 人口流出一照人部落一耕境C箕釘 をヽ防 ぐ名案はなが・なか兒あたらない。

鐸人は山村の基本問題は 「生活の原理」に依拠する住民の意識を変革 し、内在的発波プ］のある

「企業性の原理」をとりいれた行勁様式を と る• こと だ と主張する。 しか し舒本 は必要のをめにでは

な く効率の 上がると こる（I[しか投下されない。貧 しい村財政の一部を教育費に投 じ、苦しい家計の

少なからざる部分を学資にさいた、てのナ弟が中学を卒業すると都市の企菜に就職 し、価値を生産

する労鋤刀となる。 しか してこで1みだされた利潤は企業 19て苺秒され 「育成」し た山村妃 9,：：：同も 還元

されない。過密と過疎、それは現在の体制が「斎本の論理」が生みだ した、さわだった地域分化な

のであるっ

本学 教 授

これは、去・る ：！｛J;fl] 4 3年 11月30日tと学会主催で行れました諮演内容を古 とめ

ていただいたものです。
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